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研究成果の概要（和文）本プロジェクトでは、質の高い研究論文を複数完成、出版、及び投稿

した。プロジェクトの成果は、国内外のワークショップや会議で公開、発表してきた。また、

経済産業省の経済産業研究所（RIETI）などの日本政府機関に対して研究成果の報告も行ってい

る。プロジェクトの研究成果は、主に 1990 年代の労働市場の変化の影響をもっとも強く受けた

のは高齢労働者及び若年労働者と女性である、とわかったことである。また、技術的進歩の減

速が、1990年代に見受けられた失業率増加の大部分を説明していることもわかった。 

 

研究成果の概要（英文）With this project we have completed and published, or sent for 

publication several high quality research papers. The results of our project has been 

publicized and disseminated in both domestic and international workshops and conferences. 

We have also communicated the outcome of our research to some Japanese government 

institutions, such as RIETI in METI. The main findings of our project are that older and 

younger workers, as well as females were most affected by the labor market changes of 

the 1990s. We have also found that a technological progress slowdown explains a big part 

of the increase in unemployment observed over the 1990s. 
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１．研究開始当初の背景 

日本労働市場は、過去 20 年間で最高の激動

の時代に直面している。日本の失業率は 1990

年代初めは 2.1％であったが、2002 年には

5.4％にまで増加した。その後回復し始め、

4％前後まで減少したが、最近はそのままで

安定しているようである。さらに、全労働者

が等しくこの失業率の増加に苦しんでいる

わけではなく、特定の年齢層が他の年齢層よ

り強く影響を受けている。1990年代初頭の失

業率増加を受けて、日本政府は、法改正やケ

インズ的消費政策など、この増加傾向を逆転

させるべく政策をいくつか打ち出した。 

 

２．研究の目的 

本プロジェクトの目的は二段構えになってい

る。 

まず、1990年代の日本の労働市場における長

引く不況の結果について、特に異なる労働者

種別（地域別・セクター別・性別・年代別）

に注目しつつ、実証的に考察する。 

次に、労働市場と 経済全体の理論モデル を

使って、この実証的知見を再現する。その後、

失業率増加に対抗する政府の政策効果を分析

する上で、そのモデルとその他の労働市場の

状況改善に役立つモデルを併せて活用する。 

 

３．研究の方法 

本プロジェクトでは、労働市場の変化を調

査するため、実証的経済ツールと理論的経

済ツールの両方を活用した。 

プロジェクトの実証的部分では、ミクロデ

ータや、構造推定などの計量経済学的手法

を用いた。 

理論的部分では、一般的な均衡モデルと、

労働市場及び政府の政策におけるサーチ・

フリクションを併せて利用した。また、数

値的シミュレーションとシューティング・

アルゴリズム手法を用いて、モデルの調整

とシミュレーションを行った。 

 

４．研究成果 

本プロジェクトでは、質の高い研究論文を

複数完成、出版、及び投稿してきた。プロ

ジェクトの成果は、国内外のワークショッ

プや会議で公開、発表してきた。加えて、

経済産業省の経済産業研究所（RIETI）など

の日本政府機関に対し、研究成果の報告も

行っている。 

本プロジェクトの研究成果は、主に 1990

年代の労働市場の変化の影響をもっとも強

く受けたのは、高齢労働者及び若年労働者

と女性である、とわかったことである。ま

た、技術的進歩の減速が、1990年代に見受

けられた失業率増加の大部分を説明してい

ることも明らかになった。 
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